
開 催 日：平成25年5月22日（水）午後2:00～
場 所：新潟市役所第１分館1－601 

第１回新潟市自転車利用環境推進委員会
次 第次 第

１．開会
資料２短縮版

２．あいさつ

３．委員及びオブザーバー紹介
（説明用）

４．委員長の選出及び委員長代理の指名

５．議事
（１）委員会の目的と内容について
（２）委員会のスケジュールについて

＜詳細説明＞
（３）計画の取組・進捗状況と効果検証について
（４）計画の課題・改善点について

＜質疑応答・意見聴取＞＜質疑応答・意見聴取＞
（５）新潟市自転車走行空間整備ガイドラインの作成について

＜質疑応答・意見聴取＞

６ 閉会６．閉会

７．その他（事務連絡等）
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３．委員及びオブザーバー紹介

企画委員

４ 委員長の選出及び委員長代理の指名４．委員長の選出及び委員長代理の指名
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５．議事
（１）委員会の目的と内容について（１）委員会の目的と内容について
（２）委員会のスケジュールについて
（ ）計 組 進捗状況と効果検証に（３）計画の取組・進捗状況と効果検証について
（４）計画の課題・改善点について
（５）新潟市自転車走行空間整備ガイドライン

の作成についての作成について
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（１）委員会の目的と内容について（１）委員会の目的と内容について

＜委員会の目的＞

平成２２年３月に策定した「新潟市自転
車利用環境計画」の推進について 市民車利用環境計画」の推進について，市民，
学識経験者，関係行政機関等からの幅広い
意見を聴取すること意見を聴取すること

＜委員会の概要＞

計画の進捗状況，施策の修正案，設定した施

＜委員会の概要＞

策の評価指標について，意見聴取する
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＜委員会の内容＞

○計画推進に向けた体制と方法

取組 推進体制について
新潟市自転車利用環境計画の推進体制

・取組・推進体制について

 
対策項目 

走

連携・協力団体 

施策メニュー表

市 民

 

 

 

① 道路整備による走行空間の確保 国、警察 

② 注意喚起看板による安全性の確保 国、警察 

① 駐輪場への誘導 ボランティア 

② 道路上や空き空間を有効活用した駐輪場整備 民間 

③ 空き店舗を有効活用した駐輪場整備 民間 

④ 民間自動車駐車場を有効活用した駐輪場整備 民間 

⑤ 駐輪場の収容台数の増加 交通事業者 

⑥ 大規模駐輪場の整備 交通事業者 

⑦ 地下空間を有効活用した駐輪場の整備 民間 国

走
行
計
画

駐
輪
計
画 

市 民

関 係

機 関
学識経

 

 

 

 

⑦ 地下空間を有効活用した駐輪場の整備 民間、国

⑧ バスとの連携 交通事業者 

① 放置禁止区域の拡大 国，警察 

② 「自転車等駐車場の附置等に関する条例」の改正 ― 

③ ニックネーム入りナンバープレート添付の運動 学校、ＮＰＯ 

④ 撤去の強化 警察 
⑤ 自転車等放置防止条例の改正 ― 

⑥ 撤去自転車リサイクル 市内自転車店 

⑦ レンタサイクル（シェアリング） 民間 

⑧ 大学内レンタサイクル（シェアリング） 大学 民間企業

新
潟
市
自
転
車

放
置
対
策

機 関
験者 新潟市自転車利用環境新潟市自転車利用環境

推進委員会推進委員会

新潟市自転車利用環境新潟市自転車利用環境

推進委員会推進委員会

交通

 

 
 
 
 
 

⑧ 大学内レンタサイクル（シェアリング） 大学、民間企業

⑨ 大学の卒業生から新入生への自転車の譲受け 大学、自転車業者 
⑩ 放置禁止区域における駐輪場の有料化 民間 

① 注意喚起看板の設置 ― 

② 啓発ボランティア活動 住民団体、商店街、 
ＮＰＯ 

③ 交通安全教室（学校、自治会、街頭） 警察 

④ ワークショップの開催 警察、住民団体、ＮＰＯ

⑤ 各種イベントと合わせた啓発活動 住民団体、ＮＰＯ、サイ
クリング協会

車
利
用
環
境
計
画 

啓 交通

管理者
行 政

 
 
 
 
 
 
 

クリング協会
⑥ 公共施設や店舗にマナー向上のポスターを掲示 小・中学校、警察 
⑦ 自転車免許の交付 警察 

⑧ 歩道上や駐輪場でのやさしい声かけ 商店街、高校、中学校 
⑨ ツーロックキャンペーン 警察 
⑩ マナーコンクール 警察、高校 

⑪ 小中学生による放置自転車整理体験 警察 
⑫ シンポジウム ＮＰＯ 
⑬ 仮自転車専用道の設置 警察 
⑭ ノーマイカーデー、サイクル＆ライド 国、県、各企業 

⑮ 自転車通勤奨励制度 各企業 

啓
発
活
動
計
画 

 
⑯ レンタサイクル 民間 
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＜委員会の内容＞

○計画推進に向けた体制と方法

計画評価のサイクルについて・計画評価のサイクルについて
取組の結果を検証し，本計画の目的が達成されるよう，絶えず修正
や改善を行 ていく必要がある 社会情勢等の変化を踏まえて計画や改善を行っていく必要がある。社会情勢等の変化を踏まえて計画
の見直しの対応をする。下記のようにPDCAサイクルを導入し確実
な推進を図る。今回の推進委員会は１回目のCheckにあたる。

Plan
取り組みの方針や取り組み内容を示す本計
画を策定する。

Ｄｏ

計画に基づき、市民、関係事業者及び行政
といった各主体が、相互に連携・協力し、策定す 。 といった各主体が、相互に連携 協力し、
各種の取り組みを実施する。

Act
取り組みの評価、市民からのニーズ等を踏

善

Check
計画等の取り組み状況を把握し、進捗管理

まえ、翌年度以降の計画に反映、改善する。 を行うとともに、計画の目的が達成される
よう取り組みの評価を行う。
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＜委員会の内容＞

１．第１回推進委員会検討内容（H25.5.22）

○委員会の検討内容

・ 計画の取組・進捗状況と効果検証について

・ 計画の課題・改善点について計画の課題 改善点について

・ 新潟市自転車走行空間整備ガイドラインの作成について

２ 第２回推進委員会検討内容（H25 秋予定）２．第２回推進委員会検討内容（H25.秋予定）

・ 施策メニュー【既存，未定，廃止，新規】の振分けと修正について

・ 施策メニューの重点化及びそのアウトプット指標（活動指標）の設定

・ 施策メニュー全体からアウトカム指標（成果指標）の設定

「新潟市自転車利用環境計画」の修正 7



５．議事
（１）委員会の目的と内容について（１）委員会の目的と内容について
（２）委員会のスケジュールについて
（ ）計 組 進捗状況と効果検証に（３）計画の取組・進捗状況と効果検証について
（４）計画の課題・改善案について
（５）新潟市自転車走行空間整備ガイドライン

の作成についての作成について
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（２）委員会のスケジュールについて

H25.5.22H25年度秋H25年度中

第
１
回

「新
潟
市

第
２
回 回

自
転

市
自
転

回

自
転

車
利
用

車
利
用

転
車
利
用 用

環
境
推

用
環
境
計

用
環
境
推 推

進
委
員

計
画
」
修

推
進
委
員 員

会
修
正

員
会
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５．議事
（１）委員会の目的と内容について（１）委員会の目的と内容について
（２）委員会のスケジュールについて
（ ）計 組 進捗状況と効果検証に（３）計画の取組・進捗状況と効果検証について
（４）計画の課題・改善点について
（５）新潟市自転車走行空間整備ガイドライン

の作成についての作成について
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新潟市自転車利用環境計画新潟市自転車利用環境計画 －概要版－－概要版－
～計画のおさらい～

計画策定の背景

近年の環境問題や健康意識の⾼まり、市⺠⽣活を取り巻く環境の変化を受け、経済的で地球環境
の負荷低減に効果が期待できる⾃転⾞の利⽤が⾒直されてきています。
また、通勤等における⾃動⾞依存度の⾼さ、⾃転⾞利⽤者による歩⾏者や⾃転⾞との接触事故、

路上駐輪や放置⾃転⾞等が社会問題となってきています。

⾃転⾞利⽤環境計画のビジョン

歩⾏者に⼗分配慮し、環境問題や健康増進、更にスポーツ⾯からも有効な交通⼿段として活⽤を
期待できる、⾃転⾞を活かしたまちづくりを進めるため、

歩⾏者、⾃転⾞、⾃動⾞が
安全で安⼼して 共存できる道路空間を構築を⽬指します

⾃転⾞利⽤環境計画の基本⽅針

歩⾏者、⾃転⾞、⾃動⾞が安全で安⼼して共存できる道路空間の構築を⽬指し、4つの基本⽅針に
より取り組みを進めます。

■歩道内を錯綜する
歩⾏者と⾃転⾞

■新潟⼤学前駅の
⻑期放置⾃転⾞

はしるはしる
~~⾛⾏空間計画⾛⾏空間計画~~

⾃転⾞で気軽に楽しく⾃転⾞で気軽に楽しく
“はしる”まち新潟“はしる”まち新潟

とめるとめる
~~駐輪計画駐輪計画~~

⾃転⾞ではしり、“とまり”、⾃転⾞ではしり、“とまり”、
歩くことができるまち新潟歩くことができるまち新潟■万代地区の放置⾃転⾞ ■商店街を⾛⾏する⾃転⾞

■新潟市の⾃転⾞事故件数の推移

計画策定の⽬的

市⺠に⾝近な乗り物である⾃転⾞の利⽤環境を整備し、
●歩⾏者の安全確保
●⾃転⾞の交通事故の削減
●環境にやさしく健康にも良い⾃転⾞利⽤の促進

しくみしくみ まもるまもる

歩⾏者、⾃転⾞、⾃動⾞が
安全で安⼼して共存できる
道路空間を構築する

を⽬的に、「新潟市⾃転⾞利⽤環境計画」を策定します。

計画の区域

新潟市全域を対象とします。

しくみしくみ
~~放置⾃転⾞対策放置⾃転⾞対策~~

“しくみ”をつくり、“しくみ”をつくり、
歩⾏者にやさしく、歩⾏者にやさしく、
⾵景にとけ込むまち新潟⾵景にとけ込むまち新潟

まもるまもる
~~啓発活動計画啓発活動計画~~

ルールを“まもり”、⾃転ルールを“まもり”、⾃転
⾞に乗る⼈が快適に、⼈に⾞に乗る⼈が快適に、⼈に
やさしいまち新潟やさしいまち新潟

計画の期間

平成22年度から平成31年度の10カ年とします。

⾵景にとけ込むまち新潟⾵景にとけ込むまち新潟 やさしいまち新潟やさしいまち新潟
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（3）計画の取組・進捗状況と効果検証について

＜当初の計画の進め方＞＜当初の計画の進め方＞

・計画における各施策メニューについては，１０年間
の中でできることから順次実施することとした。

 

① 道路整備による走行空間の確保 国、警察 

対策項目 

走
行

連携・協力団体 

施
 

 

 

② 注意喚起看板による安全性の確保 国、警察 

① 駐輪場への誘導 ボランティア 

② 道路上や空き空間を有効活用した駐輪場整備 民間 

③ 空き店舗を有効活用した駐輪場整備 民間 

④ 民間自動車駐車場を有効活用した駐輪場整備 民間 

⑤ 駐輪場の収容台数の増加 交通事業者 

⑥ 大規模駐輪場の整備 交通事業者 

⑦ 地下空間を有効活用した駐輪場の整備 民間 国

行
計
画 

駐
輪
計
画 

施

策
 

 

 

⑦ 地下空間を有効活用した駐輪場の整備 民間、国

⑧ バスとの連携 交通事業者 

① 放置禁止区域の拡大 国，警察 

② 「自転車等駐車場の附置等に関する条例」の改正 ― 

③ ニックネーム入りナンバープレート添付の運動 学校、ＮＰＯ 

④ 撤去の強化 警察 

⑤ 自転車等放置防止条例の改正 ― 

⑥ 撤去自転車リサイクル 市内自転車店 

新
潟
市
自
転

放
置
対
策

メ
 

 

 
 
 

⑦ レンタサイクル（シェアリング） 民間 

⑧ 大学内レンタサイクル（シェアリング） 大学、民間企業 

⑨ 大学の卒業生から新入生への自転車の譲受け 大学、自転車業者 

⑩ 放置禁止区域における駐輪場の有料化 民間 

① 注意喚起看板の設置 ― 

② 啓発ボランティア活動 住民団体、商店街、 
ＮＰＯ 

③ 交通安全教室（学校、自治会、街頭） 警察 

転
車
利
用
環
境
計
画 

策 

ニ

ュ
 
 
 
 
 
 

④ ワークショップの開催 警察、住民団体、ＮＰＯ

⑤ 各種イベントと合わせた啓発活動 住民団体、ＮＰＯ、サイ
クリング協会 

⑥ 公共施設や店舗にマナー向上のポスターを掲示 小・中学校、警察 

⑦ 自転車免許の交付 警察 

⑧ 歩道上や駐輪場でのやさしい声かけ 商店街、高校、中学校 

⑨ ツーロックキャンペーン 警察 

⑩ マナーコンクール 警察、高校 

⑪ 小中学生による放置自転車整理体験 警察 

⑫ シンポジウム ＮＰＯ

啓
発
活
動
計
画 

ー
 
 
 
 

⑫ シンポジウム ＮＰＯ

⑬ 仮自転車専用道の設置 警察 

⑭ ノーマイカーデー、サイクル＆ライド 国、県、各企業 

⑮ 自転車通勤奨励制度 各企業 

⑯ レンタサイクル 民間 
表 21



走行空間計画の進捗状況について走行空間計画の進捗状況について

ネットワーク路線図 ネットワーク路線 L=154km

⾃転⾞専⽤通⾏帯 幅広路肩 ⾃転⾞道
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H22～24自転車走行空間整備費
（土木総務課予算）（土木総務課予算）
９路線 ５．８ｋｍ
３４３百万円
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駐輪計画の進捗状況について
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主な駐輪場計画

１ 対象地区

対象地区は、古町地区と万代地区とする。
新潟駅周辺地区は、新潟駅付近連続立体交差事業が事業中であるため、事業の進捗

１．対象地区

既設駐輪場
⾃転⾞等放置禁⽌区域

に合わせて駐輪場の整備を行う。

①古町地区

市役所

③新潟駅
周辺地区

②万代地区
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新堀通駐輪 目標：2,000台
古町地区駐輪計画(H25進捗状況)

A
85台 B

C

全体目標台数 ：2,000台

H24 西堀駐輪
場の多層化 H25 東掘前通

新堀通駐輪
ｽﾍﾟｰｽ（既設）
60台 H23末現況台数

280+60+44=384台
整備率19%

H25 西掘前通
新設予定

15台
C

5台

D
95台 E

20台 F
5台

G

場の多層化
280台➝707台
(+427台）
H25.5完成

H25 東掘前通
新設予定
約168台

整備率19%
（1616台不足）

H25 5 整備台数

新設予定
（検討中）

G
220台 H

345台 I
15台 J

15台
K

70台 L

H25.5 整備台数
384+427=811台
整備率41%
(1189台不足)L

360台 M
275台 N

25台
O

40台
P

150台

50台未満

100台未満

150台未満

0台

( 台不足)
本町駐輪場

Q
30台R

55台 S
25台

T
15台

200台未満

300台以上

250台未満

300台未満

本町駐輪場
（既設）

U
15台

15台
V

100台

W
20台

（既設）
44台

多層化した西堀駐輪場（ｲﾒｰｼﾞ図）
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全体目標台数 ：1,000台

万代地区駐輪計画(H24末進捗状況)
目標：1,000台全体目標台数 ：1,000台

50台未満

100台未満

150台未満

200台未満

0台

ﾗﾌﾞﾗ裏駐輪場
（借地）
145台

H23 ｶﾞﾙﾍﾞｽﾄﾝ通
駐輪場

台

H21末 台数
168+145=313台
整理率 31%

A
5台

B
0台 CF

300台以上

250台未満

300台未満

145台 57台

伊勢丹脇駐輪場

整理率：31%
（687台不足）

200台
D

115台 E
150台

F
0台

G
0台

H
160台 I

K
5台

L

伊勢丹脇駐輪場
（既設）
168台 H24末 台数

313+57=370台
整備率：37%I

20台 J
5台

L
60台

M
35台 N

225台O

P
0台

Q
0台

整備率：37%
（630台不足）

O
5台

0台
R

0台
U

10台 S
0台 T

0台
V

ラブラ裏駐輪場
伊勢丹脇駐輪場

※ ｶﾞ ﾞ ﾄ 通駐輪場に は
V

5台
※ ｶﾞﾙﾍﾞｽﾄﾝ通駐輪場については，

囲いがあいまいなため，成果としな
いこととした。
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放置対策の進捗状況について

①　放置禁止区域の拡大
② 「自転車等駐車場の附置等に関する条例 の改正② 「自転車等駐車場の附置等に関する条例」の改正
③　ニックネーム入りナンバープレート添付の運動
④　撤去の強化
⑤　自転車等放置防止条例の改正
⑥　撤去自転車リサイクル
⑦ レンタサイクル（シェアリング）

放置自転車対策

⑦ ンタサイクル（シ アリング）
⑧　大学内レンタサイクル（シェアリング）
⑨　大学の卒業生から新入生への自転車の譲受け
⑩ 放置禁止区域における駐輪場の有料化⑩ 放置禁止区域における駐輪場の有料化
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◆ 自転車等駐車場 設置状況

１ 自転車等駐車場と放置自転車の現状

□ 有料自転車駐車場（自転車専用）

◆ 自転車等駐車場の設置状況 利用料金

定期 １ヶ月
一般 2,000円

学生 1,000円
□ 有料自転車駐車場（自転車専用）

・１ヶ所 （新潟駅万代口）

・収容台数 967台

名称 宮 園地 自転車駐車場

,

一時利用 １日１回 100円

・名称 石宮公園地下自転車駐車場

□ 無料自転車等駐車場

・８５ヶ所

・収容台数 約２３，７００台

合計

放置禁止区域（万代口周辺300m)

８６ヶ所

約２４，７００台

石宮公園地下自転車駐車場
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◆ 放置自転車撤去台数の推移

１ 自転車等駐車場と放置自転車の現状

◆ 放置自転車撤去台数の推移

放置自転車の撤去台数の推移

8 000

9,000

10,000
放置禁止区域外

放置禁止区域内8,704 8,399

7 435

6,287 6 082
6,000

7,000

8,000

台
数

6,757 6,558
7,378 7,435

6,970
7,301

5,718 5,708

4,139 4,024

6,287
5,013

6,082 4,443
4,284 4,845

3,331 3,477

3,000

4,000

5,000

数

2,618 2,534 2,417 2,365 2,317
2,992 2,686 2,456 2,387 2,2311,000

2,000

3,000

0
H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24
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◆ 放置自転車の返還台数の推移

１ 自転車等駐車場と放置自転車の現状

◆ 放置自転車の返還台数の推移

□ 撤去・保管手数料 ・自転車 1,000円 ・原動機付自転車 1,500円

3,500
放置禁止区域外

放置自転車の返還台数の推移

3 081

700
2,500

3,000
放置禁止区域内

2 218
2,380 2,422

2,271
2,420

3,081

2,534
2,425

2 231

588
615 789 588 812

535
606

462
452 

1 500

2,000台
数

2,218 , 2,231
2,112

1,630 1,765 1,633 1,683 1,608

2,381
1,999 1,819 1,769 1,660

1,000

1,500

0

500

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

年度
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◆ 放置自転車の返還率の推移

１ 自転車等駐車場と放置自転車の現状

◆ 放置自転車の返還率の推移

□ 撤去・保管手数料 ・自転車 1,000円 ・原動機付自転車 1,500円

80.0%

90.0%
返還率の推移

26

60.0%

70.0%
放置禁止区域内

放置禁止区域外

74.4%

40.0%

50.0%

全体

37 0%

20.0%

30.0%

37.0%

0.0%

10.0%

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

13.0%
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◆ 再生台数 リサイクル率の返還率の推移

１ 自転車等駐車場と放置自転車の現状

◆ 再生台数・リサイクル率の返還率の推移

6.9 6.9  7.1 

8.0 350

（％）再生台数・リサイクル率

再生台数

6.3

5.6  6.0 

7.0 

250

300 リサイクル率

3.7

4.3  4.5 

3.8 

4.4 

4.0 

5.0 

150

200再
生
委
台

リ
サ
イ
ク
ル
率

2.0 

3.0 

100

150数
率

266 289 253 230 200 266 228 164 146 155
0.0 

1.0 

0

50

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24
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１ 自転車等駐車場と放置自転車の現状

◆ H23年度処分台数と処分費について

処分費：１ １１２千円処分費：１，１１２千円
処分台数：３，１５６台 ３５３円/台

◆ H24年度撤去台数の内の盗難台数について

H24 放置自転車撤去台数 盗難台数

5 708撤去

H24 放置自転車撤去台数・盗難台数

158

5,708撤去

盗難割合2.8%158
0 1000 2000 3000 4000 5000 6000

盗難
盗難割合2.8%

44（台）（新潟市内全区）



１ 自転車等駐車場と放置自転車の現状

◆ 中心市街位置での放置自転車が課題の一つとなっている

古町通の現状

中心市街地の位置

古町通の現状

古町地区

放置自転車が増えると・・・

新潟駅

万代地区 歩行者の通行障害

緊急・防災活動の妨害

まちの美観低下

０ 1000m

新潟駅南口仮設駐輪場
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２ 放置自転車対策の取組み

■ 中心市街地における自転車駐車対策の方針

自転車等駐車場の不足

車道（パーキングメーターの設置部分）・
歩道・空き店舗など既存の施設を活用

自転車等駐車場の不足

歩道 空き店舗など既存の施設を活用
した自転車等駐車場の整備

自転車等駐車の原因施設
の責任の明確

附置義務条例の制定

自転車等利用者の
駐輪マナー向上

自転車等放置禁止区域の指定
啓発活動駐輪マナ 向上 啓発活動
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啓発活動計画の進捗状況について啓発活動計画の進捗状況について

①　注意喚起看板の設置
② 啓発ボ 活動② 啓発ボランティア活動
③　交通安全教室（学校、自治会、街頭）
④　ワークショップの開催
⑤　各種イベントと合わせた啓発活動
⑥　公共施設や店舗にマナー向上のポスターを掲示
⑦ 自転車免許の交付⑦ 自転車免許の交付
⑧　歩道上や駐輪場でのやさしい声かけ
⑨　ツーロックキャンペーン
⑩ マナーコンクール

啓発活動計画

⑩ マナ コンク ル
⑪　小中学生による放置自転車整理体験
⑫　シンポジウム
⑬ 仮自転車専用道の設置⑬ 仮自転車専用道の設置
⑭　ノーマイカーデー、サイクル＆ライド
⑮　自転車通勤奨励制度
⑯ レンタサイクル⑯ レンタサイクル
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目標 年代や属性に応じて，これまでの取組や，啓発内容が異なるため，各年代に応じたきめ細かな啓発を
図る

啓発活動計画　③交通安全教室（学校，自治会，街頭）

図る。

○保育園・幼稚園での活動（歩き方の啓発）

○小学校での活動（低速自転車としての啓発）

○中学校での活動（中速自転車としての啓発）

実施内容

○高校での活動（中速自転車としての啓発）

○その他の学校での活動（中速自転車としての啓発）

○地域住民に対する活動（高速も含め全ての場合の啓発）

○街頭での活動（高速も含め全ての場合の啓発）

○ドライバーへの活動

（毎年度実施）実 施 結 果

平成24年度の実施状況

幼稚園・保育園　２６７施設中２０３施設で実施（７６％）

小学校　　　　　１１３校中　１０９校で実施（９６％）

中学校　　　　　　５８校中 　１３校で実施（２２％）

高校　スタントマンによる事故再現等スケアード・ストレイト教育法による交通安全教室2校

地域住民に対する活動・・高齢者交通安全教室として老人クラブ９８団体

その他に１１９回の交通安全教室を開催（小・中学校PTA等）その他に１１９回の交通安全教室を開催（小 中学校PTA等）

幼稚園・保育園については現状を維持（園・校独自の取り組みもあるため）

中学校については自転車通学実施校３５校への全校実施

高校については毎年2校程度を選定し、スケアード・ストレイト交通安全教室を実施

課題と今後
の目標

高校については毎年2校程度を選定し、スケア ド ストレイト交通安全教室を実施

老人クラブについては2年に1度を目安に実施

対象地域 市内 53



中央区自転車マ プ

目的 市民から様々な属性の参加を募り，それぞれの立場から自
転車について意見交換を行う中で 正しい走行ルール 駐

啓発活動計画　④ワークショップの開催

中央区自転車マップ

転車について意見交換を行う中で，正しい走行ル ル，駐
輪マナーについて意識の向上を図る

・自転車走行環境の調査

・様々な立場の人との意見交換

実施内容

・ヒヤリハットマップによる情報提供など

・中央区自転車マップの作成（H21．自転車を活用した
まちづくり推進協議会）

・東区自転車マップの作成（H24 自転車を活用したまち

実 施 結 果

東区自転車マップの作成（H24.自転車を活用したまち
づくり推進協議会）

・江南区自転車マップの作成（H24.江南区建設課，｢自
転車のまち“新潟”｣の会

東区自転車マップ

・南区自転車マップの作成（H24,25南区建設課，｢自転
車のまち“新潟”｣の会

・水と土の芸術祭サイクリングマップ（H24.中央区建設
課 ｢自転車のまち“新潟”｣の会課，｢自転車のまち 新潟 ｣の会

課題と今後
の目標

作成に協力していく

対象地域 市内
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目的 注意，指導，警告といったマイナスイメージではなく，自転車の快適
性，利便性，エコなどプラスイメージを全面にアピールし，自転車利用

啓発活動計画　⑧歩道上や駐輪場でのやさしい声かけ

のイメージアップを図る。

○啓発ボランティア活動と並行して実施

○店の従業員からの声かけ

○学校の課外活動として実施

実施内容

○学校の課外活動として実施

（平成２２年度より実施）

水島町自転車レーンにおける啓発（2回）

水島町啓発をはじめ、各季交通安全運動において自転車に関する啓発を

実 施 結 果

課題と今後
継続的に行う。

実施主体は各区・各区交通安全協会・各警察署であることから、具体的
な目標数値は定めない。

対象地域 市内

の目標

対象地域 市内

実施状況
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目的 自転車利用についての実態や交通マナーについ

啓発活動計画　⑫シンポジウム
目的 自転車利用についての実態や交通マナーについ

ての講習会を行い，活動に参加することで，自
転車利用マナーの意識向上を図る

・自転車政策に関する話題実施内容 自転車政策に関する話題

・他都市の事例紹介

実 施 結 果 ・「自転車はここを走る！」（H24.自転車を活
用したまちづくり推進協議会 「自転車のまち

実施内容

用したまちづくり推進協議会，「自転車のまち
“新潟”」の会開催）

課題と今後
の目標

・都度開催協力をしていく
の目標

対象地域 市内

開催状況チラシ 開催状況チラシ
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目的 自転車道設置等の実験的な取組を行い，利用者に体験しても
らうことで 自転車利用マナ の意識向上を図る

啓発活動計画　⑬仮自転車専用道の設置

らうことで，自転車利用マナーの意識向上を図る

実施内容 ・歩行者と自転車の分離

新津屋小路道路空間活用社会実験（H23 古町五 六番町実 施 結 果 ・新津屋小路道路空間活用社会実験（H23.古町五，六番町
商店街振興組合，中央区建設課等）

・新和交差点矢羽根型路面標示設置社会実験（H24 土木総

実 施 結 果

新和交差点矢羽根型路面標示設置社会実験（H24.土木総
務課等）

課題と今後
標

・必要の都度実施及び実施協力していく
の目標

対象地域 市内
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目的 通勤時において，自動車から自転車や公共交通の環境にやさ

啓発活動計画　⑭ノーマイカーデー，サイクル＆ライド

しい交通手段への転換を促すとともに，自転車利用マナー・
ルールの意識向上を図る

・ノーマイカーデーの実施

・サイクル＆ライド

実施内容

サイクル＆ライド

実 施 結 果 ・にいがたノーマイカー（エコ通勤）デー実施（H20～24.
都市交通政策課）

課題と今後
の目標

継続していく

2012にいがたノーマイカー
（エコ通勤）デー 実施結果

の目標

対象地域 市内

他車への相乗り,
12.7%

パーク＆ライド,
0.9% その他, 0.7%

徒歩,
13.0%

バス利用,
 18.5%

電車利用,
18.1%

2012にいがたノーマイカー（エコ通勤）デー 実施結果

実施年度 Ｈ24 Ｈ23 Ｈ22 Ｈ21 Ｈ20

参加類型 （15日間） （11日間） （11日間） （5日間） （5日間）

個 （ 般参加）

自転車, 36.1%

実施期間 平成24年10月5日（金）から19日（金） ※土日を含む15日間

参加通勤手段（代表交通手段別割合）個人（一般参加） 215人 327人 164人 64人 102人

事業所・ 3,239人 2,894人 2,959人 1,408人 1,497人

公益法人等 89事業所 68事業所 64事業所 62事業所 87事業所

行政機関 2,350人 2,647人 2,299人 2,041人 2,961人

（国・県・市） 9機関 7機関 7機関 8機関 7機関

計（延べ参加人
数）

5 804人 5 868人 5 422人 3 513人 4 560人

H24 H23 H22 H21 H20

バス 18.50% 24.30% 20.20% 26.70% 33.10%

電車 18.10% 16.30% 16.30% 19.40% 23.50%

自転車 36.10% 39.70% 37.10% 29.40% 24.60%

徒歩 13 00% 8 30% 9 10% 7 90% 3 80%

参加通勤手段（代表交通手段別割合）

数）
5,804人 5,868人 5,422人 3,513人 4,560人

ＣＯ2削減量 約21.3ｔ 約26.6ｔ 約24.5ｔ 約15.3ｔ 約20.5ｔ

ＣＯ2排出量の世帯
数換算（家庭部門）

約1,460世帯/

日

約1,820世帯/

日
約1,680世帯/日 約1,050世帯/日 約1,390世帯/日

平均通勤距離 約9.2km 約9.6km 約9.5km 約9.3km 約9.7km

徒歩 13.00% 8.30% 9.10% 7.90% 3.80%

相乗り 12.70% 9.60% 13.00% 15.70% 14.80%

P＆R 0.9%1 1.30% 1.40% 0.8%1 0.1%1

その他 0.7%1 0.5%1 2.90% 0.1%1 0.1%165



目的 通勤時の自転車利用を促進するために企業側が実施する自転
車通勤を奨励する

啓発活動計画　⑮自転車通勤奨励制度

車通勤を奨励する

・マイカー通勤から自転車通勤へ

・自転車通勤手当

補助制度の導入

実施内容

・補助制度の導入

実 施 結 果 ・「エコ通勤チャレンジサイト」の開設（H24.12都市交通
政策課）

課題と今後 事業所へのエコ通勤用自転車の貸出しについて（H25 都課題と今後
の目標

・事業所へのエコ通勤用自転車の貸出しについて（H25.都
市交通政策課）

対象地域 市内

・エコ通勤のきっかけづくり
・過度なマイカー依存からの転換を促すインセン

ティブを付与ティブを付与
・日々のエコ通勤情報の入力による環境や健康

に対する貢献度（ＣＯ２削減量・カロリー消費量）
を見える化を見える化

・参加者同士のランキング表示
・今後は、スタンプラリーなどのスポット企画（期

間限定）を予定間限定）を予定
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目的 自転車利用促進及び通勤・通学や観光客へ手軽な交通手段を提供するた
め，レンタサイクルを展開する

実施内容 ・各区で観光やまちづくり，ちょっとした移動を目的に実施している

啓発活動計画　⑯レンタサイクル

実施内容 各区で観光やまちづくり，ちょっとした移動を目的に実施している

○７事業を推進

・レンタサイクル推進事業 19箇所173台 再生自転車活用 （H14
～中央区・にいがたレンタサイクル研究会）

・スマートクルーズ 8箇所25台 高級自転車貸出 （H20～中央区

実 施 結 果

・スマートクルーズ 8箇所25台 高級自転車貸出 （H20～中央区
自転車を活用したまちづくり推進協議会）

・地域活性化事業　８台　（H20～北区　㈱まちづくり豊栄）

・自転車貸出事業　10台　（H22～秋葉区建設課）

・新津鉄道資料館サテライトレンタサイクル事業 30台（H25～秋葉
区歴史文化課）

・西区でみつける！まち歩きおもてなし事業 ２８台 （H21～西区農
政商工課）

・岩室観光施設レンタサイクル ３０台 （H22～西蒲区産業観光課）・岩室観光施設レンタサイクル ３０台 （H22～西蒲区産業観光課）

・江南区まちなか回遊レンタサイクル　１７台（H22～江南区地域課）

ポート数増大

様々な車種導入

対象地域 市内

課題と今後
の目標

対象地域 市内
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総合的な取組体制
計画 実施 協力

走行空間
土木総務課

走行空間
新潟国道事務所

走行空間
新潟国道事務所
新潟県警

計画 実施 協力

土木総務課
（走行空間計画）
道路計画課
（新規・改築道路計画）

新潟国道事務所
各区建設課
東西土木事務所
新潟駅周辺整備事務所

新潟県警
交通事業者

駐輪計画

駐輪計画
土木総務課

駐輪計画
各区建設課

駐輪計画
新潟県警
交通事業者
自治会・商店街 等

新潟駅周辺整備事務所
（新潟駅周辺）

放 自転車対策 放 自転車対策

自治会・商店街 等

放置自転車対策
新潟県警連携 連携放置自転車対策

土木総務課

啓発活動計画

放置自転車対策
各区建設課

啓発活動計画

新潟県警
自治会・商店街
自転車店
大学 等

連携 連携

啓発活動計画
市民生活課
土木総務課
都市交通政策課

啓発活動計画
市民生活課
土木総務課
都市交通政策課

大学 等

啓発活動計画
新潟県警

都市交通政策課
等

都市交通政策課
各区総務課等

自治会等
自転車関係団体等

連携
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他官庁・団体での取り組みと協力体制について

○国土交通省北陸地方整備局新潟国道事務所
○新潟県警
○団体

・自転車のまち“新潟”の会
づ・自転車を活用したまちづくり推進協議会

・にいがたレンタサイクル研究会 等

➝例を紹介します
直轄国道の整備・直轄国道の整備

・良好な自転車交通秩序の実現のための総合計画の策定
・社会実験の実施社会実験の実施
・イベントの実施 など
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他官庁・団体での取り組みと協力体制について
○国土交通省北陸地方整備局新潟国道事務所○国土交通省北陸地方整備局新潟国道事務所

モデル地区の整備（ネットワーク上の直轄国道の整備）

国道7号の自転車道整備）

古町入舟地区

国道7号 自転車道 L=500m

国道 号の自転車道整備）

国道7号 自転車道 L=500m

新潟県庁周辺地区

国道116号 自転車走行空間 L=670m

国道116号の自転車走行空間整備）
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他官庁・団体での取り組みと協力体制について
○新潟県警

・新潟県自転車通行環境対策協議会の開催新潟県自転車通行環境対策協議会の開催

・良好な自転車交通秩序の実現のための総合計画良好な自転車交通秩序の実現のための総合計画
（各年度で策定・推進）

・現地交通安全指導
自転車走行空間現地立会

・ルール・マナーに対する啓発

・設計・施工での協議など
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他官庁・団体での取り組みと協力体制について
○自転車関係団体

・ワークショップによる自転車走行マップの作成ワ クショップによる自転車走行マップの作成
・社会実験の実施・協力
・シンポジウムやイベントの実施・協力シンポジウムやイ ントの実施 協力

・H24「自転車はここをはしる」シンポジウムの開催

・新潟シティライドへの開催協力
サイク グイ ト 開催・サイクリングイベントの開催
など

ポ

新潟シティライドの様子

シンポジウム開催状況
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他官庁・団体での取り組みと協力体制について
○社会実験の実施・協力（多数団体・官庁による）

・H20 新潟島地域の自転車（走行＆駐輪）環境のH20.新潟島地域の自転車（走行＆駐輪）環境の
創出社会実験（自転車を活用したまちづくり協議会実施）

・H20.歩行者と自転車を分離する社会実験転車 会 験
（新潟国道事務所実施）

・H21.新潟市万代・新潟駅周辺地区における良質な自転車駐輪環境創
出に係る社会実験

・H22 ナンチャリ社会実験

出に係る社会実験
（自転車を活用したまちづくり協議会実施）

H22.ナンチャリ社会実験
（新潟ｴｷﾅﾝまちづくり協議会（にいがたレンタサイクル研究

会実施 オブ：新潟国道事務所）

・H22.柾谷小路押しチャリ社会実験
（自転車のまち“新潟”の会・新潟国道事務所実施）

新津屋小路道路空間活 社会実験
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・H23.新津屋小路道路空間活用社会実験
（中央区の道路空間を考える会実施 オブ：新潟国道事務所，中央署）



柾谷小路押しチャリ社会実験
1．実験目的

①歩行者が安心して利用できる歩道空間の実現を目指す。
6．実験結果概要

①実験区間の自転車の通行すべき位置 ②歩行者 安全性変化

2．実験内容

①歩行者が安心して利用できる歩道空間の実現を目指す。
②「歩道は歩行者優先」というルールを、より多くの自転車利用者に

広める。

柾谷小路（西堀交差点～鏡橋交差点間 L≒450m）において、歩道を
自 者 自 降 （

①実験区間の自転車の通行すべき位置 ②歩行者の安全性変化

実験区間は「押しチャリすべき」
と約半数の人が感じている。

実験による安全性の向上効果は、
「かわらない」が75%と大多数を
占め，「安全になった」は22%に
とどまる。

3．実験期間

通行する自転車利用者に対し、自転車から降りて押して歩くこと（以
下、「押しチャリ」）への協力を呼びかける。

平成22年10月2日（土）～平成22年10月24日（日） 23日間

4．実験場所

④自転車ルール・マナーの意識啓発③押しチャリへの行動変化

※歩行者アンケート※歩行者アンケート

実験により半数の方が自転車ルー
ルへの意識が高まったと回答。

実験により、押しチャリを「よく
している」が2%、「時々してい
る」が13%増加。

至
新

至
新
潟
市
役

①実施主体
2010NIIGATAオフィス ア ト ストリ ト実行委員会 「自転車

5．実施主体

潟
駅

役
所

7．実験状況

※自転車アンケート※自転車アンケート

2010NIIGATAオフィス・アート・ストリート実行委員会、「自転車
の

まち“新潟"」の会、新潟国道事務所
②協力団体

柾谷小路商店街振興組合、新潟市
ちらしの配布状況 実験中の状況
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＜効果検証＞

１．自転車走行空間整備の効果検証
２．交差点内の矢羽根型路面表示設置実験
３ 新潟市における自転車に関する事故３．新潟市における自転車に関する事故
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1.自転車走行空間整備の効果検証

東 区
整備済み（効果検証路線・箇所）
整備済み（その他）

①小島下所島線
［自転車レ ン］

ネットワーク路線
⾃転⾞歩⾏者専⽤道

整備済み（その他）

［自転車レーン］

②新潟黒埼インター・笹口線
［幅広路肩］

市役所

県庁 中央区

［幅広路肩］

越後⽯⼭駅

県庁 中央区

⿃屋野潟⻄ 区
③紫竹山鳥屋野線
［幅広路肩］

⻲⽥駅

江南区

④亀田1-480号線
[自転車道（歩道内の構
造的分離）］
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概要 通行区分順守率

①小島下所島線［自転車レーン］
概要 通行区分順守率

・車道通行（順走）は整備後65%（14%増）
・逆走が依然として多い。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2.0m
市役所

51%

65%

21%

8%

28%

27%

整備前
n=1185

整備後
+14% ‐13% ‐1%

【位置図】【状況写真】

65% 8% 27%n=999

○⾞道通⾏（順⾛） △歩道通⾏ ×⾞道通⾏（逆⾛）

自転車交通量（12時間）
整備イメージ

【整備前】

整備前
H22.6.8 ⾄

⼋ ⾄
新

自転車交通量（12時間）

⾞道

歩道

22

36

100 78

78 42

⼋
千
代
橋

新
潟
駅

6.5m 3.0m 3.5m

⾞道

歩道

526

757

836 310

171 96

計1185

整備後

H23.12.2 ⾄
⼋
千

⾄
新

6.5m 3.0m 3.5m

【整備後】 ⾞道

歩道

20

13

174 154

30 17

計999千
代
橋

新
潟
駅

2.0m 3.0m 3.0m 3.0m 2.0m

⾞道

歩道

490

14

744 254

51 37

計999
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②新潟黒埼インター・笹口線［幅広路肩］
概要 通行区分順守率概要

市役所

⾄
新
潟
駅

通行区分順守率

0% 20% 40% 60% 80% 100%

・車道通行（順走）は整備後23%（19%増）
・歩道通行が約7割を占める。

1.5m

駅
南
⼝

⾄
出
来
島

4%

23%

94%

71%

2%

6%

整備前
n=1355

整備後
+19% +23% +4%

【位置図】【状況写真】

⿃屋野潟
23% 71% 6%n=1525

○⾞道通⾏（順⾛） △歩道通⾏ ×⾞道通⾏（逆⾛）

自転車交通量（12時間）

※車道通行の順走率79％

整備イメージ

【整備前】

整備前
H21.9.11 ⾞道

歩道

23

197

61 38

443 246

⾄
出

⾄
新
潟

自転車交通量（12時間）

⾞道

歩道

19

458

22 3

829 371

出
来
島

潟
駅
南
⼝

計1355

3.25m 3.0m 3.25m1.25m 1.25m

（ゼブラ）

【整備後】

整備後

H24.10.24 ⾞道

歩道

36

166

213 177

382 216

⾄
出

⾄
新
潟計1525（ゼブラ）

⾞道

歩道

172

371

226 54

704 333

出
来
島

潟
駅
南
⼝

計1525

1.5m 3.0m 3.0m 3.0m 1.5m

（ゼブラ）
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③紫竹山鳥屋野線［幅広路肩］
概要 通行区分順守率概要

⾄
紫
⽵

通行区分順守率

0% 20% 40% 60% 80% 100%

・車道通行（順走）は整備後14%（13%増）
・歩道通行が約8割を占める。

1.5m

⿃屋野潟

⽵
⼭

⾄
⿃
屋
野

1%

14%

98%

83%

0%

2%

整備前
n=1036

整備後
+13% ‐15% +2%

【位置図】【状況写真】

野

自転車交通量（12時間）

14% 83% 2%n=968

○⾞道通⾏（順⾛） △歩道通⾏ ×⾞道通⾏（逆⾛）
※車道通行の順走率86％

整備イメージ

【整備前】

自転車交通量（12時間）

整備前
H21.9.11 ⾄

⿃
⾄
紫

⾞道

歩道

3

221

14 11

487 266

⿃
屋
野

紫
⽵
⼭⾞道

歩道

2

307

3 1

532 225

計1036

3.0m 3.0m1.25~
1 5

1.25~
1 5

【整備後】 H24.10.24 ⾄
⿃

⾄
紫

⾞道

歩道

13

150

86 73

330 180整備後

計968

1.5m 1.5m

⿃
屋
野

紫
⽵
⼭⾞道

歩道

65

283

74 9

478 195

計968

1.25~
1.5m

3.0m 3.0m 1.25~
1.5m
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④亀田1-480号線[歩道内の構造的分離］
概要 通行区分順守率概要

⾄新潟駅
通行区分順守率

0% 20% 40% 60% 80% 100%

・車道通行はほとんど存在せず、自転車の通行ス
ペースの順走が60%、逆走が33%。

2.0m 2.0m

⾄⻲⽥駅
江南区

イオン
新潟南

89%

2% 60% 33%

11%

5%

0%

1%

整備前
n=122

整備後
‐6% +1%

【位置図】【状況写真】

江南区

自転車交通量（12時間）

2% 60% 33% 5%1%n=126
歩道通⾏ ⾃転⾞道（順⾛） ⾃転⾞道（逆⾛）
⾞道通⾏（順⾛） ⾞道通⾏（逆⾛）

整備イメージ

【整備前】

自転車交通量（12時間）

整備前
H21.11.19 ⾄

新
⾄
⻲

路肩

歩
道41 68

5

109

54 2m 新
潟
駅

⻲
⽥
駅

路肩

路肩
歩道41

8
3374

8

計196

4.2m

【整備後】 H24.10.24 ⾄
新

⾄
⻲

歩⾏者⽤
⾃転⾞⽤①
⾃転⾞⽤②

路肩

歩
道

2
22

1
33

42

3
20

2
64

4
53

整備後

2.0m 2.0m 新
潟
駅

⻲
⽥
駅

路肩
歩道46

3
2874

3

計200（整備中）

83



課題と対応方針
①小島下所島線［自転車レーン］ ②新潟黒埼インター・笹口線［幅広路肩］①小島下所島線［自転車レ ン］

・自転車専用通行帯であるが、通行区分
の順守率は65%にとどまる。

・逆走が27%と依然として多い。

②新潟黒埼インタ ・笹口線［幅広路肩］

③紫竹山鳥屋野潟線［幅広路肩］

・約7割が歩道通行を占める。車道通行順走率は79%

・小島下所島線は、「自転車指導啓発重
点地区・路線」に指定されており、街
頭活動（指導取締り 指導啓発）を強

・約8割が歩道通行を占める。車道通行順走率は86%
・安全性の評価が他路線に比べ低くなっている。

頭活動（指導取締り、指導啓発）を強
化する。 ・②、③は法定外の自転車通行帯（幅広路肩）であり、こ

れまでは現地での啓発活動が実施されていないため、啓
発活動の実施について検討する。

④亀田1-480号線［自転車道（歩道内の構造的分離）］

実施済みの対策

・自転車通行位置を示す路面表示が少ない、また設置され
ていない区間があるため、路面表示を増設する。

・交差点部や狭窄部など路面着色がされていない区間があ
るため 矢羽型路面表示で連続して表示する

・自転車通行スペースの逆走が約3割を占め、通行区分の
遵守率は65%

るため、矢羽型路面表示で連続して表示する。

現況 対策イメージ

・自転車の通行スペースは、センターラインが引かれてい
るものの通行方法を示す矢印表示が設置されていないた
め、設置する。

現況 対策イメージ現況 対策イメ ジ
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課題と対応方針２
①小島下所島線［自転車レーン］ ②新潟黒埼インター・笹口線［幅広路肩］①小島下所島線［自転車レ ン］

・自転車専用通行帯上での駐車に対する啓発

・自転車専用通行帯での自転車の走り方を啓発

②新潟黒埼インタ ・笹口線［幅広路肩］

・交差点付近での路面表示があいまいであったため，
今後は国のガイドラインに示された通り，矢羽根
型表示を設置し，車両と混在区間であることを示す

②と同様

③紫竹山鳥屋野潟線［幅広路肩］④亀田1-480号線［自転車道（歩道内の構造的分離）］

交差点内で自歩道で歩行者と混在しているため ・②と同様・交差点内で自歩道で歩行者と混在しているため
今後自転車道を整備する場合は，国のガイドラ
インの示された整備の通りドライバーから自転
車走行が判別しやすい車道での構造的分離を行う
本路線では 交差点付近の啓発を強化する ・自転車走行空間整備後の自転車走行方法について

全体
本路線では，交差点付近の啓発を強化する ・自転車走行空間整備後の自転車走行方法について

チラシなどで啓発を行う
・統一した啓発看板や路面表示設置を行い，啓発を

強化する
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2.社会実験実施概要
①実験目的①実験目的

新和交差点内に矢羽型の路面表示を設置し、交差点内における自転車の通行位置や矢羽型路面表示の大き
さ、設置間隔などを検討する基礎資料を得ることを目的とする。

②実験期間②実験期間
平成24 年11 月10 日（土曜）～平成24 年12 月10 日（月曜） 30日間

③実験箇所
主要地方道新潟黒埼インター笹口線内の新和交差点主要地方道新潟黒埼インタ 笹口線内の新和交差点

↑新潟駅

↓新潟駅
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1.社会実験実施概要
④実験内容

実験前 実験中

①自転車横断帯を撤去し 矢羽型路面表示を設置

矢
羽
型

④実験内容

①自転車横断帯を撤去し、矢羽型路面表示を設置

自転車横断帯撤去

型
路
面
表
示
設

自転車横断帯が無い場合は、まっす
ぐに通行することになります。この
路面表示により自転車通行位置をわ

②自転車の停止位置を自動車の停止線より前に明示車道を走る自転車が交差

設
置かりやすくするとともにドライバー

に対する注意喚起効果が期待されま
す。

点を横断しようとする
と、いったん左折するよ
うな動きをしてから自転
車横断帯を通ることとな
ります。そのため、左折

自転車の停止位置を前に明示するこ
とで、自転車の存在をドライバーに
認知させる効果が期待されます。

ります。そのため、左折
すると勘違いしたクルマ
との衝突の危険性があり
ました。

1 00

0.33m 0.33m 0.33m

1.00m
■矢羽型路面表示の大きさ

大 き さ：幅0.45m×長さ1.00m
設置間隔：1.00m

1.00m
0.
45
m
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2.社会実験結果概要
通行区分順守率実験状況 通行区分順守率

0% 20% 40% 60% 80% 100%

・交差点内の矢羽型路面表示の設置により、車道通
行（順走）が6%向上。

実験状況

23%

29%

71%

67%

6%

4%

実験前
n=1525

実験中
+6% ‐4% ‐2%

自転車交通量（12時間）

29% 67% 4%
n=1137

○⾞道通⾏（順⾛） △歩道通⾏ ×⾞道通⾏（逆⾛）

交差点内の通行位置

車道

歩道

36

166

213 177

382 216実験前

H24.10.24 ⾄
出

⾄
新
潟計1525

交差点内の通行位置

進行方向実験前

・実験により、交差点内を直進する割合が31%増
加。（実験前6%→実験中37%）

21%
30%

5%
35%

車道

歩道

172

371

226 54

704 333

出
来
島

潟
駅
南
⼝

計1525

6%

6%
車道

歩道

27

221

183 156

466 245実験中

H24.11.22 ⾄
出

⾄
新
潟計1137

実験中 進行方向 ※5回答以上あった経路を表示

11%

40%
37%

車道

歩道

171

133

193 22

295 162

出
来
島

潟
駅
南
⼝

計1137
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3.まとめ
実験結果まとめ 今後の対応方針実験結果まとめ

・矢羽型路面表示の設置により、車道の左側通行で交差

点内を直進する割合が増加。

・矢羽型路面表示の設置、自転車の停止位置を自動車の

今後の対応方針

・矢羽型路面表示の設置、自転車の停止位置を自動車の

停止線より前に明示への評価も高く、一定の効果を確

認できたことから、これらを「新潟市自転車走行空間

項目 結果

通行区分順守率 車道の左側通行が6%増

停止線より前に明示への評価も高い結果となった。 整備ガイドライン」に反映させる。

・ただし、矢羽型路面表示の大きさについて、「小さ

い」との回答も多いため、大きさ、設置間隔等につい

て 他地域の事例も踏まえ 再検討を行う通行区分順守率 車道の左側通行が 増
（23%→29%）

交差点内の通行位置 交差点内を直進が31%増
（6%→37%）

矢羽型路面標 「ち うど良 が

て、他地域の事例も踏まえ、再検討を行う。

0.33
0 33

0.33

1.0 1.0新潟市（本実験）

矢羽型路面標示の
大きさ

「ちょうど良い」が80%
「小さい」が18%

矢羽型路面標示の
設置間隔

「ちょうど良い」が90%
1.5 0.5

0.
45

0.33

札幌の事例設置間隔

矢羽型路面標示の
デザイン

「わかりやすい」が69%
「わかりにくい」は11%

交差点前後の安全性 ドライバーは交差点内の安
全 が低 （逆 注

1.
0

0.5
0.5

0.5

1.5 0.5札幌の事例

全性が低い（逆に言うと注
意喚起効果が高まったと考
えられる）

矢羽型路面標示を設置 「良い試み」が66%
0.8

0 2
0.8

1.8 0.5宇都宮の事例

矢羽型路面標示を設置
への評価

良 試み

自転車の停止位置前出
しへの評価

「良い試み」が88% 1.
0

0.2
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３．新潟市における自転車に関する事故

全体事故 自転車事故

5,249

6,000

全体事故
H19→H24

4,662

4,216
4,007

3,7014,000

5,000 -1,792件（34.1%減）
(18.8%)

(18.9%)
3,701

3,457

3,000

事
故

件
数

（
件

）

(17.6%) (17.4%)
(17.3%) (16.3%)

2,000

事

自転車事故
H19→H24
421件（42 7%減）

自転車事故
の占める割合

985
881

742 698 640 564
1,000

-421件（42.7%減）

0
H19 H20 H21 H22 H23 H24
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３．新潟市における自転車に関する事故

計9851,000

各区ともH19に比べ減少傾向区別の自転車事故発生件数

74

36

135

153

43

36

計881

計742
計698

800

西蒲区

西区

３８％は中央区で発生
東区，西区など中央区の隣接区で
多く発生している

65

73

49

74

50

36
55

32

20
12

18

103
108

98

37
28

28

計698

計640

600

件
数

（
件

）

南区

秋葉区

393

316
300

265
245

45
39
40

400

事
故

件

江南区

中央区

59 41 35 43 43

180 180 162 142 129

0

200 東区

北区

41 350
H19 H20 H21 H22 H23
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３．新潟市における自転車に関する事故

道路形状別事故発生件数
踏切, 0.0%

般交通の場所
橋, 0.2%

トンネル, 0.1%

※H19～H23合計

一般交通の場所, 
2.5%カーブ, 1.1%

橋, 0.2%

全自転車事故のうち、
約71%が交差点で発生
約27%が単路で発生

単路

直線
25.3%

交差点
70.8%

26.7%

交差点付近 70.8%
交差点
66.9%

3.8%

新潟市全体

※「一般交通の場所」とは、「道路法に定める道路」
「道路運送法に定める自動車道」以外の場所で、
不特定多数の人車が自由に通行することができる 新潟市全体

3,946件/5年
不特定多数の人車が自由に通行することができる
場所のことをいう（主に私道など）。
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３．新潟市における自転車に関する事故

交通規制別事故発生件数 ※H19～H23合計
一停あり（複数標示）, 

0.0%
信号機あり, 0.5%

施設なし, 0.0%点灯（３点式）, 0.0%点灯（その他）, 0.0%点滅（３点式）, 0.0%点滅（その他）, 0.0%

信号機あり, 1.4%

一停あり（止まれ標

示）, 0.0% 信号機あり, 4.1% 交差点事故のうち、信号が
ない交差点で約69%の事
故発生

点灯（３点式）

点灯（その他）
1.5%

一停あり（複数標示）, 
28.2%

信号機あり, 24.8%

施設なし
69.1%

点灯（３点式）
24.8%

規制なし（標示・看板な

し）, 22.3%
一停あり（止まれ標

示）, 8.4%

規制なし（標示・看板あ

り）, 5.7%

一停あり（停止線の

み）, 3.7%

一停あり（標識のみ）, 
0.8%

交差点事故
）,

交差点事故
計2,641件/5年
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３．新潟市における自転車に関する事故
当事者（対自転車）別事故発生件数 ※H19～H24合計

自転車事故 相手は 自動車が約 対歩行者
0.8%

対自転車
1.3%

対二輪車
1.3%

その他
2.0%

自転車事故の相手は、自動車が約89%
対歩行者は0.8%
対自転車は1.3%

自転車単独
5.6%

対四輪車
89.0%

新潟市全体
件/ 年4,510件/6年
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最近の
動向は・・・
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３．新潟市における自転車に関する事故

まとめ
中央区等のまちなかの信号機のない交差・中央区等のまちなかの信号機のない交差
点（主に生活道路）で車と自転車の事故の
対策が必要
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（４）計画の課題と改善点について

１ 課題

２ 改善点２ 改善点
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２ 改善点２ 改善点

○全体

（１）他部署，他機関への計画の浸透度が低い

市他部署 計画お知ら 文書 送付➝市他部署への計画お知らせ文書の送付(H23)
➝走行空間ガイドライン作成時に説明会を開催(H25.3)

（２）関係課での連携度が低い（２）関係課での連携度が低い

➝関係課会議を年２回程度開催する (H24は本委員関係課会議を年２回程度開催する (H24は本委員

会準備のため，所属長会議を含め３回開催した)
➝自転車関連記事メールを関係課担当者に転送➝自転車関連記事メールを関係課担当者に転送

10
4



２ 改善点２ 改善点
○走行空間計画

23 2 年度に自転車走行空間優先度調査を行い

（１）計画の優先度順位がない

➝H23,24年度に自転車走行空間優先度調査を行い，

ネットワーク路線の優先 度順位表を作成した

これに基づき各区でH25～H29の５箇年の優先度順位

表を作成中である 優先度区分図（中央区）

緊急整備路線

短期整備路線

中期整備路線

長期整備路線
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２ 改善点
○走行空間計画○走行空間計画

（２）路肩の狭い箇所の整備が手つかず

に国のガイドラインが策

（ ）路肩 狭 箇所 備 手 ず

車道混在の場合の矢羽根型路面標示

（３）自転車道の交差点部の処理

➝H24.11に国のガイドラインが策

定され整備方法が盛り込まれた

車道混在の場合の矢羽根型路面標示

市のガイドラインでも国のガイド

ラインを参考にしているラインを参考にしている
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２ 改善点２ 改善点
○走行空間計画

➝市の走行空間整備ガイド

（４）新規・改築路線の整備方法

自転車需要が高い路線を整備➝市の走行空間整備ガイド

ラインを策定し，自転車需

要が多い路線の新規・改築

① 自転車交通量が500台/日以上もしくは80台/h以上の路線

② 地域内における自転車利用の主要路線としての役割を

担う、公共交通施設、学校、地域の核となる商業施

自転車需要が高い路線を整備

要が多い路線の新規・改築

路線の整備フローを策

定した

、 、 、
設及びスポーツ関連施設等の大規模集客施設、主な
居住地区等を結ぶ路線

③ 自転車と歩行者の錯綜や自転車関連の事故が多い路線

の安全性を向上させるため、自転車通行空間を確保
線定した。

➝ネットワーク路線以外の整

備について施策メニュ

する路線

④ 地域の課題やニーズに応じて自転車の利用を促進する
路線

⑤ 自転車の利用増加が見込める 沿道で新たに施設立地備について施策メニュー

に新規項目として載せる予

定である （新）

⑤ 自転車の利用増加が見込める、沿道で新たに施設立地
が予定されている路線

⑥ 既に自転車の通行空間（自転車道、自転車専用通行
帯、自転車専用道路）が整備されている路線

定である。（新） ⑦ その他自転車ネットワークの連続性を確保するために
必要な路線
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２ 改善点２ 改善点
○走行空間計画

自転車専用通行帯は

（５）自転車専用通行帯の整備

➝自転車専用通行帯は
冬期除雪時の通行帯の
確保が困難なため 法規確保が困難なため，法規
制のない幅広路肩として
整備している整備している。
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２ 改善点
○走行空間計画

通行帯の確保が困難な路線は自歩道の注意喚起看板

○走行空間計画
（６）自歩道での注意喚起看板の設置

➝通行帯の確保が困難な路線は自歩道の注意喚起看板

のみを設置したが，今後は啓発看板と路面表示，矢羽根型

表示を併用して走行空間整備を進める予定である（新）

自歩道注意喚起看板

矢羽根型路面表示

自歩道注意喚起看板
を設置した路線 ﾋﾟｸﾄｸﾞﾗﾑ・看板の例
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２ 改善点

○駐輪計画・放置自転車対策

（１）街中での駐輪場用地の確保

➝H23に古町地区の駐輪場候補地の調査を行い整理
簿を作成 た れ 基づき空地 地権者など 情

（１）街中での駐輪場用地の確保

簿を作成した。これに基づき空地の地権者などから情
報招集を行う

空地調査空地調査
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２ 改善点２ 改善点
○駐輪計画・放置自転車対策

➝ゾーニングを行い 古町・万代地区の詳細な駐輪計

（２）古町・万代地区の詳細な駐輪計画がない

➝ゾ ニングを行い，古町 万代地区の詳細な駐輪計
画を行った。これに基づき配置候補地を探している。

現況 過不足台数算定結果【古町地区】現況の過不足台数算定結果【古町地区】

112

■需要量：1000台 ■過不足台数：-687台■供給量：313台
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２ 改善点２ 改善点
○駐輪計画・放置自転車対策

（3）古町地区の放置対策

➝駐輪場の整備に合わせ，放置対策を検討する。

（3）古町地区の放置対策

凡例

対策例（古町）

新設増設駐輪場

対策区域

既設駐輪場

ステップ１ ①改築
H24年度末

①

①西堀通駐輪場
立体自走式
280台→707台台→ 台
（+427台）
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２ 改善点
○啓発活動計画

転 転 転

○啓発活動計画
（１）自転車通行帯の走行方法の浸透度が低い

➝自転車通行帯等の自転車の走り方について，自転車
安全利用五則と併せた啓発チラシを作成し，路線整備前
後に付近 自治会 学校に送付または説明する後に付近の自治会・学校に送付または説明する。

（整備後に「走り方が分からない」という声があった。）

啓発チラシ 自転車安全利用5則チラシ
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２ 改善点
○啓発活動計画

道路上 声かけや シ配布等 他 も 事業者

○啓発活動計画
（２）中学生以上へのルール・マナーの徹底

➝道路上での声かけやチラシ配布等の他にも，事業者

や関係団体と協力し，シンポジウムやサイクルイベント

を開催して啓発活動を行う。
シティライド開催

シンポジウム開催
シンポジウムチラシ

115



２ 改善点
○啓発活動計画

自転車関連事故調査を行い 事故が多い箇所の対策

○啓発活動計画
（３）生活道路交差点での事故数が多い

➝自転車関連事故調査を行い，事故が多い箇所の対策

を行う。
自転車事故の発生場所

※H19～H23合計
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